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　本稿は，フィンランド，エスポー市のアート活動を重視した公立の保育園の視察報告である。フィンランドにおけ
る保育／幼児教育の目的は，親のニーズに応えること及び，子どもの権利の両方にある。保育が行われる場所としては，
日本の幼稚園と保育園を一つにしたようなこども園に近い。他に保育者の家庭を利用して行われる家庭委託保育所，
保育所や小学校に就業前教育を行う場が併設されている。保育園のカリキュラムは国と各地域で定められているが各
園の裁量により比較的自由に保育方針とその実施が行われている。視察することができた保育園は公立の保育園であ
りながらもアート活動を保育に取り入れている特徴的な園であった。園内には多くの子どもたちの作品がいたるとこ
ろに展示されていた。子どもたちのアート活動は，子ども主体で行われるプロジェクの形式を多く取っていたこと，
作品を完成させることよりもそのプロセスを重視し，視覚，言語化することを多く試みていた点が特徴的だった。ま
た視覚資料はインクルーシブ教育やビジュアルリテラシーの点からも保育の中で多用されていた。アートを重視した
保育は，園の文化として子どもを中心に保育所教員や保育士，保護者，地域が一体となって創造されていた。
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１．はじめに
　幼児教育・初等教育の各校種，平面表現・立体表現他
の各内容領域を専門に持つメンバーが，課題意識を共通
に持ち集まり，現在「資質・能力の育成と幼少の接続に
焦点をあてた造形教育カリキュラム開発」をテーマとし
研究を進めている。
　昨年度までの研究において，①カリキュラム作成の背
景となる幼児教育，小学校の実際の内容実施や意識に焦
点をあてることを中心的な目的とし，②教材開発，③新
学習指導要領の検討を行った。
　それらの中で，各国で実施されている教育改革の中で
の日本の教育の位置づけをする必要が明らかになった。
幼小で研究が進んでいる複数の国での造形教育活動の視
察を通して，現在行われている造形教育活動とその中で
の子どもたちの姿，教員の意識等を調査し，日本の現状
との比較を行いたい。そのためにいくつかの国の幼児教
育や初等教育関連施設の視察報告をまとめ研究の一助と
したい。
　今回対象としたフィンランドは,2014年にコアカリキュ
ラム1）が改訂され2016年より実施されている。フィンラ
ンドが目指す教育が保育にはどのように現れているのか，
現地の保育園の視察調査とともに園長へのインタビュー
から報告をまとめたい。
２．フィンランドの保育
　フィンランドでは日本のように保育園と幼稚園が分か
れてはいない。主として保育園（日本の保育園・幼稚園
両方に相当) ，家庭保育，保育園または小学校に併設さ
れている就学前教育のクラス（preschool class）がある。
保育園は０歳児から６歳児を対象とし，親の就労に関係
なく入園できる。就学前教育のクラスは６歳児を対象と
し，小学校入学準備をする集団教育の場で，幼児教育と
小学校教育のより良い接続を目的としている。家庭保育
は，保育士が自宅で数人の子供を保育する。また，親が
育児休暇を取得し子育てすることもあり，フィンランド
では子どもが３歳になるまで育児休業を取得し復職する
権利がある2）｡
　次にフィンランドの主な保育者資格について述べる。
保育所教員という資格は，学士の資格を持つことが必須
で，中には修士課程を収めた者もいる。この資格を持つ
者は施設保育所の教員，家庭委託保育者のスーパーバイ
ザー，就学前教育の教員を務めることができる。同様に
施設保育や家庭委託保育者のスーパーバイザーを務める
ことが可能なのが社会教育士で，この資格は職業学校卒
業後，専門大学での職業訓練を経て取得できる資格であ
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り，広く子どもに関わる仕事に就くことができる３）（伊藤，
2007）。保育所保育士は，職業学校で身辺介護士の資格
を取り保育所で業務についている。視察したＡ保育園の
園長からは，フィンランドの保育園では，保育所教員が
カリキュラムの計画を立て，教員と保育士がチームで子
どもとたちに関わるということだった。
　本稿では教員，保育士と明確に分けて説明を受けた場
合は，それぞれの名称を用いる。文脈上，資格に関係な
く「保育活動に関わる教員・保育士」という意味の場合
は「保育者」と総称する。
３．エスポー市の保育園視察
１）視察対象園について
　フィンランドヘルシンキに隣接するエスポー市にアー
ト的な視点から保育をしているＡ保育園を訪問する機会
に恵まれた。訪問日は2018年６月中旬過ぎとあって，既
に学校は夏季休業に入っており，保育園も夏季休業に向
けて，学期末の片付けや既に休暇に入っているところも
多い時期であった。そのような中，ヘルシンキに隣接す
るエスポー市のＡ保育園を佐藤・小橋で訪問し，園内の
視察および，園長へインタビューを行った。視察，イン
タビューにあたっては日本語通訳をお願いした。
　本稿では，主に筆者らが視察しながら園長への質問や
撮影した画像をもとに報告をする。
⑴名称
　本稿ではA保育園とする。開園して12年目になる保
育園で，エスポー市では一番古い地区内にあり，アート
的な視点をもつ保育を行っている。
⑵教職員
　園長は，Ａ園に着任して８年目になる。2017年からは
併設する学童保育の園長も兼任している。教職員は，全
日勤務の常勤のみで14名在籍する。なお，学童保育の部
分の職員は別におり，６人のスタッフがシフト制で半日
だけ，１週間で数日だけという形で，現在６人で勤務体
制をとっている。
⑶対象園児
　本園の対象乳幼児の年齢は１～５歳まで（６歳はいな
い）であり，86人在籍している。６歳は就学前教育のあ
る保育園か小学校に移る。
⑷保育の特徴
　フィンランドの保育は，国，市の示す指針に則り，各
保育園の特徴を出すことができる。その中でＡ保育園は，
「アート的な視点」で保育を行う。「体験を通して考える」
ことを大切にしていることが園長の言葉の端々にみるこ
とができた。例えば，算数遊びをワークブックなどを使っ
て行う保育園もあるが，ここでは森で算数的なこともみ
つけていくというように幼児自身の体験や遊びから学び
を行うという説明があった。
　保育は５つのグループ（日本の「組」にあたる）に分
け，うち一つのグループは乳児クラス，３歳以上は縦割
り保育を行っているとのことである。
　１つのグループには，教員資格をもつ教員１名と保育
士資格をもつ２名が配置されるが，2030年までには法律
改正で教員２名と保育士１名になるそうである。
⑸ 園環境/保育園の周辺環境と施設
　保育園は，緑の多い静かな住宅地の一角にあった。敷
地は柵で囲われているものの，園庭や建物が見渡せるよ
うな圧迫感の無いものであった。敷地の半分以上は園庭
になっており，ブランコや滑り台などの遊具が設置して
あった。建物は，二階建てで大きな窓がついており外か
らも子どもたちの作品などが見えた。保育園の建物は，
公募によって建築を勉強する学生のデザインを元に，設
計されて建てられたものである。
　グループのための教室以外にも，アートの部屋，体育
館，音楽の部屋，多目的等いくつかの専用の部屋もあっ
た。保育園の建物自体は設立の際に，建築を学ぶ学生が
「未来の保育園」をイメージして設計を行ったそうであ
る（図１）。またアート活動ができる環境を最初から重
視して設計を行ったのか，天井が高い箇所や，光の入る
ガラスが多い印象を受けた。個人宅のように，居間を囲
んでいくつもの部屋があるという空間構成である。
図１　建物概観
　建物には保育園だけではなく，地域に開放している「住
民公園」があり（図２），室内も「学童保育」が併設さ
れている。全て市営である。保育園は乳幼児専用である
が，それ以外の部分は幅広い世代が利用できるようになっ
ているとのことであった。
図２　園庭と住民公園
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２）観察の概要
　視察では，各教室を回り，遊ぶ子どもたちの様子やアー
ト的な環境，展示作品を見ながら説明を受けたり，質問
をしていった。本項では，その内容を園長の言葉を借り，
報告という形で記録する。
視察については，以下の手順で行った。
⑴視察日時：2018年６月19日　９:00～11:00
⑵視察者：佐藤，小橋
⑶ 視察方法：園長の案内による活動参観及び質疑（フィ
ンランド語日本語通訳有）
⑷観察場所：おもに保育園室内および住民のための空間
⑸ 記録方法：筆記によるメモ書き及び，ICレコーダー
（RR-XP007）による発話記録，デジタルカメラによる
撮影を行った。記録は個人情報に配慮する。 
３）観察の内容
⑴バービー人形の家（プロジェクト活動の途中の様子）
図３　バービー人形の家（プロジェクト活動の途中）
　廊下の片隅におもちゃをいれるような棚があった。そ
こには人形や，タイル，ベット，壁紙等があり，園長に
よると現在この棚でプロジェクトが進行しているという
ことである（図３）。プロジェクトの始まりや保育者の
役割について尋ねたところ，活動の始まりは保育者から
と，子どもからと両方あるが，この場合は保育者から「遊
んで片づける場所やお家がほしいね」という投げかけと，
昔の家具が保育園にあったので，保育者が「これをおう
ちにしてみる？」と子どもたちへ提案してプロジェクト
が始まっている。その際に保育者は「みんなでつくるん
だよ。」と伝えたそうである。園長の説明では，プロジェ
クト活動の際に，保育者は何ができるか？どんなマテリ
アル（材料・道具・方法等）があるか？というアイデア
はあるので，「子ども発信で何をしたいか，子どもが何
に関心をもっているか？」ということを尋ねながら，そ
れに対して提案をしていくそうだ。
⑵幼児の作品展示
　園内には，たくさんのアート作品が掲示されている。
紙の大きさも展示の方法も個人表現・共同表現の別も
様々である（図４·５）。その中で，絵画作品の説明を受
けた。
　ある時は，保育園の近くにある森に行って，どんな動
物や植物がいるか調べて，絵を描いたそうである。絵を
描いて掲示をすることは，多くの日本の保育園でも行っ
ているが，「子どものストーリーテリング」つまり子ど
もが絵を描きながらつぶやいていることを書きとった内
容も一緒に掲示している（図６·７）。そのプロセスを見
えるようにしている。
図４　室内展示 図５　絵の展示
図６　幼児のアート作品（ストーリーテリングと共に）
「それはジャンプして、時々屋根の上に止まります。
木の上をはって歩きます。
モモンガはもみの木がいっぱいある森に、住んでい
て…モモンガは柳の木を食べて、柳の葉っぱと、種
と種がいっぱい集まったのを食べて…それとべリー
も食べます。モモンガは羽を広げて飛びます。」
図７　幼児のストーリーテリング掲示の一例（日本語訳）
⑶　掲示されている共同作品（プロジェクト活動）
図８　プロジェクト活動での作品
　図８は現在の子どもたちのものではなく，過去の子ど
ものたちのプロジェクト活動の中ででき上がった作品で
ある。園内には，前の卒園生の子どもたちの作品も置い
てあり，それを現在の子どもらが見て影響をうけること
もあるそうだ。
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　図８は，最初は絵を描くことから始まり，クロコダイ
ル，鮫，鳥が合体したテッカという男の子の名前の生き
物になったそうである。計16人で行ったプロジェクトだ
そうだが，スタートの経緯を質問したところ，好きなア
イドル（偶像）をつくることは子どもたちはよくするが，
複数が興味をもってきたところで，それを他の人とも一
緒にやってみようか？ということを提案し「やりたい」
と子どもから発言があり始まったそうである。その際に
保育者は，金網と新聞と紙を渡して，「こういうことが
できるよ。」というアイデアを提案し，言葉で伝えただ
けで，手は出しておらず，自分たちで材料を曲げたり，
折ったりしてつくったそうだ。
⑷　活動の様子の掲示
　フィンランドの人たちはよく森に行くという話を聞く。
森へ行ってきのこ採りやブルーベリー摘みをするそうだ。
この保育園では，歩いて行ける近くに森があり，毎週１
回は行くそうである。図９は倒木に子どもたちが興味を
持ち探検した様子が写真とともに掲示されたものである。
身近な森や木は，保育の中でも重要視していることが掲
示物や話からも分かる。
図10　近くの森を探検（掲示）
⑸アトリエ
　入口には「アートを通した教育についての理念」が掲
示されている（図10）。A保育園で考えた言葉で，内容
は小さい子どもたち向けの遊び「小さな子どもたちのた
めの環境」を書いたものである。新しく来る保育者，入
園児・家族に対して「アートはどうして大切なのか？」
「何をするのか？」ということを分かってもらうために貼っ
てあるそうだ。　
図10　アトリエ入口（乳児用）
図11　乳児のアトリエ（道具等）
図12　乳児のアトリエ
　アトリエはタイル張りの絵の具などで遊んだ後にその
まま水で洗える内装である（図11・12）。ここで園長は
「アートをしていいんです。汚くなってよいのです。」ま
た，「しちゃいけないことがいっぱいあると，してみた
いことができなくなる。」と制限をさせすぎない環境を
強調していた。このアトリエでもありネーチャールーム
という自然を探究する部屋（１,２歳の子ども用）は，
子どもの背の高さのあたりで描ける工夫がある。また，
部屋へ来たときは子どものための歌（韻をふんだ詩）♪
色塗り色塗り色塗りしよう・・・♪という歌をまず歌う。
それから色塗りが始まるとのことであった。
　足でスタンプしたものやヒッピアイネン（ヨーロッパ
で一番小さい鳥たち）の詩が書かれていた。
　また園内の２階部分に幼児用のアトリエが設置されて
いた（図13）。室内は広く，必要な道具や様々な種類の
材料が使えるようになっていた（図14）。普段はもっと
多くの材料が置かれており，多くの材料を幼児の手の届
きやすい低い位置に設定する等配置の工夫もしていると
いうことであった。また必要に応じて材料等を出せるよ
うに裏に倉庫があるそうだ。
　園長の説明では，幼児は材料がこのように配置されて
いることで，いつもそれがあるということが頭に残る。
そのため明日はこれを使おうという計画も幼児自身が立
てられるようだ。また，日本では珍しいが室内の砂場が
あり，食べても大丈夫な砂を置いているそうだ（図15）。
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図13　幼児のアトリエ（道具類）
　Ａ園では，活動途中のものも多く置かれている。森の
散策時に拾った石などもあったり，子どもたちが使いた
いものを遊びたい場所で，自分なりの方法で活動してい
ることが垣間見られた。
 
図14　幼児用のアトリエ
 
図15　室内用砂場
⑹遊びのボード
　今，どこで遊んでいるか？次は何をしたいか？をカー
ドを見て決めたら，自分のピンをつける（遊びたい人が
多い時は待つ）というカードが，幼児アトリエのそばや
乳児クラスの室内にあった。
図16　遊びのボード
　図16は『遊びのボード』である。子どもが自分で自由
遊びの際に自己申告，自己管理をするためのもので，各
保育園どこでも行っているそうだ。名前，マーク等を使っ
て「私はいまここにいます」と居場所が分かったり，「こ
の活動は１回４人まで」など制限等も見れば分かるよう
になっているそうである。なお，Ａ園では午前中は昨日
の続きをするか，新しいことをするか自分で遊びを決め
て動き，午後は先生たちが今日はこれをしようと提案し
て遊ぶという形態とのことだ。
⑺ポートフォリオ
図17　ポートフォリオファイルの中
　学期の終わりに家庭へ持ち帰らせるポートフォリオファ
イルには，何をしているか？だけではなく，なぜその活
動をしたか？ということを含めて，保育者からのメッセー
ジを添えて，子どもの作品を見ながら分かるように整理
されている（図17）。
　ファイルは個別ロッカーに置かれているので，いつで
も保護者が取り出すことができる。また現在，電子化し，
子どもが行ったことをＷＥＢ上にアップしてＩＤナンバー
を使用して家庭で見ることができるようになっている。
⑻保育者のいる場所
　職員室というものは特別にはなく，子どもがいる空間
に活動準備などをする場所や保育者がいる場所があった
（図18）。保育者は自分の仕事をしながら，着かず離れず
のところから子どもを見守っている。
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図18　準備をする保育者
⑼地域スペース
　保育園の隣は扉一つで学童保育や子育て支援の場とつ
ながっている。もともとは違う組織だったが，現在では
園長が学童保育の長も兼任するようになった。クラブ活
動なども開かれている。近所の幼児児童，赤ちゃん，お
母さん，学童の子たちがくる。自分で資格を持っている
ファミリーデイケア（一人で４人の保育をできる）の人
も来るそうだ。
　子どもたちは持ってきたおやつを食べてもよいし，契
約をしているとおやつを出してくれるとのことで，地域
の中心になるような場所を目指しているとのことであっ
た。クラブ活動は，乳児のためのものもあり，保育園に
上がる前に練習で来る子どもたちもいる。
４）観察の中で見られたカリキュラムや指針について
　園内には乳幼児の作品や活動跡だけではなく，様々な
掲示がある。子どもへ向けたもの，保育者自身に向けた
もの，保護者へ向けたものとそれぞれが認識できるため
のものであると同時に，日々の保育の中で再確認したり，
忘れないようにするためと説明された。作成しているの
はＡ園の保育者たちであるが，内容は国の指針，市の指
針に基づいている。
⑴アートについて
　前述の乳幼児用アトリエ（自然の部屋）の入り口にあ
る掲示物には「何ができるか？」「なぜそれを行うのか？」
が書かれている掲示物が貼られていた。図21・図22はそ
れらを翻訳したものである。
図19　アトリエ入口掲示物１ 図20 アトリエ入口掲示物２
図21　アトリエ入口掲示物１(日本語訳)
図22　アトリエ入口掲示物２（日本語訳）
恐らく小さな子どものグループ名
⑵学びについて
　図23は，乳幼児のクラス
のそばの廊下の壁に掲示さ
れていたものである。ここ
は保育者だけではなく，保
護者も目に入る場所であり，
そこに子どもの学びや教育
学的活動についてというこ
とが図解されて掲示されて
いる。図24～図26は，図23
内を翻訳したものである。
図23（上段）幼児教育の改善し続ける活動文化／（中段）
幼児教育における教育学的活動／（下段）学びの領域
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⑶保育者の役割について
　図27図28は遊びと遊びの中での保育者の役割について
掲示されていたものである。これらは各クラスの教室内
に掲示されていた。これらもA園の保育者らが作成し
たものである。図は横並びで掲示されていた。活動とそ
れにかかわる保育者の役割との関係がよく分かるように
なっている。
図27「遊び」 図28　遊びにおける保育者の役割
図29　遊び（日本語訳）
図30　遊びにおける保育者の役割（日本語訳）
⑷A保育園で大切にしているテーマ
　園中央の吹き抜けの広間は，居間のような場所で保育
者も子どもたちも，保護者も集まるところである。椅子
や机が置いてありボードゲームをしたり，工作をしたり，
リラックスしたりできる。
　その大きな壁一面に掲示物がある（図31）。これらは，
保育者たちが今大切にしていたり，実践していたりする
テーマである。図32は一部翻訳し抜き出したものである。
図31　掲示物（保育園で大切にしたいテーマ）
フィンランドにおける幼児教育の中での造形表現活動
図24　幼児教育の改善し続ける活動文化（上段）日本語訳
図25　幼児教育における教育学的活動（中段）日本語訳
図26　学びの領域（下段）日本語訳
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＊持続可能なプログラム
＊リサイクル
＊ゴミを出さないように
　　　（マテリアルを大切に使う、森に出かける時
にゴミを出さない、ペーパーレスとインター
ネットの利用）
＊電気の使用について
＊一緒にやってみよう
　　　（例えば、アートの展示会、テーマプロジェ
クトの実現、環境を守る為に子ども達が一
緒に考えできること）
＊水　（ 水は全ての命の源。自然のニーズとともに
水の使用法を考えることは大切。水は地球
上でどう循環しているのか、節約すること
の意味は、きれいな水は私たちにどのよう
な意味を持つ）
＊文化の継承と多文化について
＊私と環境
　　　（私たち一人一人が与える環境への影響）
＊自然との関係と自然の中で学ぶこと
＊子どもの参加　　・・・
　図32　A保育園で大切にしたいテーマ（日本語）
　また掲示の一番下は全体にかかる内容が書かれていた。
「A保育園のよさ」には「尊敬の念」「平等」「社会（グルー
プ）に共に属しているという意識」「支え合う環境」「受
け入れあう環境」という言葉が見られた。
また，「子どもへの接し方」では，
　　　 　子どもそれぞれの価値観を受け入れ，考えを聞
き入れ，自発的に物事を始めることや物事に影響
を与えるスキルを身につけることの支援。子ども
たちは自ら計画し，実行し，保育者と一緒に評価
する。そのことを通して子どもたちは互いへの接
しかたを学び，共通のルール，約束，互いに信頼
しあうことを学ぶ。保育者はすべての子どもたち
が参加し，影響を与えるチャンスがあることを心
に留めておく。参加すること，影響を与えること
を通して，子どもたちは自己の成長を理解し，自
己肯定感が高まり，グループ内の社会性スキルが
養われる。
という内容が書かれていた。
５）園長へのインタビューから
　園内の視察の後に、さらに園長へインタビューをした。
（項目は質問）
⑴アートでどのようなことができるか
　「アート活動を通して，子どもは自分をみつけること
ができます。決められたいい子になるという活環境では
なく，自分が思っていること，自分がやってみたいこと，
そのような自分を表現するチャンスにつながる。」と園
長は語った。
　また園には乳児もいるが「特に小さい子どものアート
活動はよくできたとか，上手でしたという評価ではなく，
その活動をしていることが，自分が成功している，つま
り一つずつ前に進んでいるとことのいう実証になり自信
に結びついてくる。」と乳児の自信について語った。さ
らに乳幼児教育でのアートの大切さを次のように語って
いた。「子どもによってもいろんな自己表現がある。特
にアクティブな子や，集中力がないと思われる子は，小
さい〇を描いていくことは不得意かもしれない。でも足
に絵の具を塗って布の間をパタパタして，それでアート
をつくっていくことでは，活動や作品づくりに集中して
いくことができるかもしれない。つまり集中の仕方がい
ろいろあり，みんなが座って小さいことを丁寧にすると
いう集中力ではなく，キャンパスに足跡を残すというア
クティブな方法で集中できることもある。」と。フィン
ランドの学校では，子どもたちを「できる」「できない」
で比較するのではなく，その子の特性を生かして力を育
む「支援」していくことが基本姿勢（小橋・磯邉・石田・
砂上・ホーン・北島・岡田，2016）4）ともいわれるが園
長の言葉からも垣間見られた。
⑵プロセスをみる
　「子どもによっては，何かを積み重ねたり，ただ切って，
切って切って切っていくというその作業自体がアートに
なったりもする。」とプロセスや子どもの姿を見る大切
さやその眼差しがインタビューからもみられた。「先生
たちはこの子はどういう子だろう？どういう風に成長し
ていくだろうというということに関心を持って気にかけ
てみていく。」と保育者が日常的に子どもの姿を見続け
ることの重要性について語られた。
⑶子どもの情報を共有する
　「１グループ３人の大人のチームで，毎週各グループ，
とても自由な雰囲気で会議をしている。それぞれの保育
者が感じたそれぞれの子どもの情報を共有する。また各
グループ（組）の教員資格をもつ人が集まって２週間に
１回会議（教員会議）も行っている。それぞれのグルー
プの傾向や支援の方法を共有する。」ということである。
　共有することで「自分のグループの21人の子どもたち
と３人の先生のことのみではなく，他のそれぞれのグルー
プでどんな活動をしていて，どんな生活があるかを共有
できる。」と園全体を知ることの重要性が語られた。
⑷アートがある保育活動での苦労や課題
①保育者としての意識
　「スタッフは，これをしなければではなく，関心を持っ
てやってみたい，できないけどやってみたいというよう
なモチベーションがある人がよい。」と語り，さらに「ス
タッフは変わります。新しく採用活動をする時は（採用
は園ごと），ここはアートを重視しているので，そうい
うことに関心を持ち色々なことに参加してくれるスタッ
フを募集します。それと子どもをコントロールしないと
いうことができるかかどうか。」と採用の基準を通して
A保育園の場合のあってほしい保育者像が語られた。
　また，「子どもたちは自由に動きます。音も出ます。
うるさいことに耐えられるか。またアートというのはい
ろんな顔を持っているので，一つの活動をするために座っ
て，筆を持ちましょう，というのではないのですね。創
造性を高めるアート活動をできる場所というのは，こん
な感じでごちゃごちゃ・・・。（周囲を見渡す）」とアー
ト活動をする際の環境特性とそれに対応できる保育者に
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ついても話しがあった。
②アート活動と保育者の関わり方
　活動での保育者の関わり方については，「（A保育園に）
慣れないというのは先生にもいえることです。大学出た
ての先生は大学でセオリーをたくさん学んできているの
で，やりたいことはたくさんある。たくさん教えたい。
それはすばらしいこと。でもここは『みんなの家』であ
るので，『家』に教壇から降りてきてほしい。教えるの
ではなくて，一緒に暮らすということをしてほしい。」「な
ので，自分のクラスはこれでよいのだと固まってしまう
のではなく，情報の共有をしていくことや（全体を見通
したり共有したりして），風通しを良くすることという
のが必要なのだと思います。」と。また子どもと遊ぶ際も，
「遊びの指導ではなく一緒に遊ぶのです。大人が必ずで
はなく，子どもたち同士が遊んでいるのを遠目から見守
る。先生たちも仕事をしながら家と同じようにみている
よ，皆のことを見てるよという安心感が大切。多分，こ
こで保育を受けている子どもたちは，先生の管理の元に
入れてもらっているというより，先生も自分も同じ“平等”
で，先生と暮らしているという感じがしているのではな
いかと思います。先生に怒られるから言われることをや
るのではなく。」と保育者と子どもとの関係について話
しがあった。保育者の特性に合わせて保育を変えるので
はなく，子どもたちの様子を第一に環境を考えるという
ことも付け加えられた。
③環境について
　建築計画された時から「アート活動がしやすいガラス
がある，天井が高いという環境はあった」と語る。「保
育園ができてから12年。そのうち８年園長をしているが，
12年たって今こういう形になりました。最初はアートも
少なかったでしょうし。やはり，（アートを通した内容
や保育活動は）住みながらつくっていく。」という話が
聞かれた。
⑸ 他の教育学の影響
　現在，世界の保育でも有名なレッジョ・エミリア等の
影響について尋ねたところ，「エスポーやヘルシンキな
どの大きな都市では，そういうアイデアやスタイルを意
識した活動が数箇所くらいはあるかもしれないが，基本
的にフィンランドの保育の環境では，（写し取った保育
をする）ということは，あまりないのではないか。これ
が流行りとか今いいというよりは，（自分たちの保育の）
中から必要に迫られた時に，必要でやっている。」とい
うことである。
　さらに「近年はうまくできないけど辛抱強いとか，じゃ
あできないけど，あと少し頑張ってみようとか，そのよ
うなその人のよい面に着目した『ポジティブな教育学』
が注目されている。」ということである。
⑹他の保育園
　地域の他の保育園との保育内容の違いについては，「み
んな違います。保育園のスタッフ構成であるとか，環境
の違いもあるかもしれません。エスポー市が決めている
カリキュラムの基準はあるので，全ての保育園でアート
をしないとか，自己表現を全く無視していいということ
はない。ここは特徴として，アート的視点で全て関わっ
ています。」
⑺アート重視の保育に対して保護者の反応
　日本の保育園等でも保護者の反応は影響が大きい。そ
こでアート重視の保育に対しての保護者の反応について
尋ねた。「保護者の中には，『なんでこんなに服が汚れる
の？』という人もいます。あと，どんどん色々なものを
家に持って帰ることが多いので，「あんまりこんなに家
に持って来られても。」という保護者の反応を話してく
れた。園長は「デジカメで撮ってあとは処分してもよい
ですよ。」と言い，どのようにアート作品と保護者が接
すればよいかを伝える。「でも，このアートの環境の中で，
大人もリラックスしているんですよね。保護者もだんだ
ん慣れてくるとリラックスしてきます。」と大人の様子
を話してくれた。「特別アーティスティックな子どもに
しなくても」という保護者に対して「（園長からは）子
どもたちは自分らしく自らを表現することを覚えます。」
と伝えるそうである。またアートを保育に入れることで
「先生方が，押さえつけたり，教え込まなくてもすごく
うまくまとまっている環境が作られていると思います。」
と語った。
　なぜアート活動を保育の視点に持ってくるのか，その
理由を資質・能力の視点で保護者へ伝えていることが分
かった。また，その理由を言葉だけではなく保育環境の
中でも伝えようとしていることが掲示物とも合わせると
見えてくる。
⑻保育者の採用と教育
　ア－トのためのスタッフ教育や研修について伺った。
「もちろん，研修は有ります。例えば，近年は音楽とアー
トが一緒になった活動が多くなってきたので，そのよう
な研修もあります。毎年１，２日，園を休んでいくこと
ができます。」ということだった。また保育者・教員と
しての資質向上のため「保育園だけではなく，小中学校
も全てやるのですが，園長・校長が一人ひとりの先生に
半期１回，１年で２回，『改善のためのミーティング』
をする。」ということであった。それは「評価のための
ものではなく，この一年で何をしたいか，満足している
か，どういうことに自信がないか，学びたいことや良く
するために学ばせてほしいこと等を聞く。そんな中で，
園長が『こういう研修は？こういうワークは？』等のサ
ポートや提案をする。」ということである。
　研修にもなる活動として，「年２回，ワークショップ
をやっている。各グループが自分のワークショップ『こ
んなアートワークショップをうちではやってますよ』と。
お互いに見合う。それも面白いです。」という話しや，
地域のアートスクールとの協力で「週１回，園の向かい
にある市営のアートスクールに参加したい子ども（５歳
児）を連れていく。お金はかかるが，チャンスを与える
活動の一つとして選んでいる。保育園ではなく，アート
スクールで学ぶアートも面白いし，引率をする教員の研
修にもなる。」という地域資源を生かした保育や研修が
あった。
⑼保育の中で大切にしたいこと
　保育の中で大切にしたいことは「子どもたちに言って
いることは，アートだけではなく何でも可能性がある。
いつもダメとか，しちゃいけないと禁止するのではなく，
『どうしたらそれができるようになると思う？この環境
フィンランドにおける幼児教育の中での造形表現活動
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では難しいかもしれないけどどうしたらいいかな？』と
尋ねる。いつも実行可能にするためにはどうしたらいい
かと考えることを促し，可能性はあるよと伝えています。」
ということである。園長のインタビューの中では，アー
トを通して常に考える，アイデアを出すという言葉を聞
いたが，教育学的な価値とつなげてアート活動をとらえ
ていることがよくわかる。自ら考え作り出す志向のある
アートに保育の可能性を見出しているのかもしれない。
⑽これからの保育園
　今後もっとこういう感じにしたいことについて園長か
らは「もちろん今後も変わっていくと思います。2006年
に（保育園が）できたときと同じイデオロギーで同じア
イデアで同じものが続いていくということは，そうなっ
たとしたら恐ろしいことです。変わっていかなくちゃい
けない。でもその変わる事が面白いんだと思います。」
とこれからも変わり続けることが語られた。そして「と
にかくみんなが『できるよ』，『それ面白いね，やってみ
よう』と言えること。そして，色々なことにトライして
みる。全てがうまくいくのではなく，やってみてダメだっ
たねというのもあるが，いいものは残るでしょう。たく
さんアイデアを出していって，残ったものを育てていく
と思います。」とアイデアを出すことや，出せる環境の
重要性，そしてそれを育てることが語られた。そして「そ
のためには，大人が恥ずかしがらないで，こんなのはど
う？と意見交換をする。悪いアイデア，これはだめかな？
おかしいかな？というアイデアはないんです。」と意見
交換の重要性とアイデアに対する園長の価値観を聞くこ
とができた。
　近いところでの変化として「いま，市全体体のプロジェ
クトで，保育園のある地区（１万人在住）にプロジェク
トが始まっている。駅から学校・保育園をつなぐ，アー
トの道），アートが点々とあって保育園へくる，という
活動がスタートする。エスポー市の中でここは古い地区
であるが，この地区を暮らしやすくするために何をした
らよいかと選んだのがアートだった。」と地域との連携
活動も多い保育園であるが，さらに街づくりにも関わる
計画の一旦が語られた。
６．おわりに
　日本の保育の現状は，フィンランドのようではない。
最も課題となっているのが「待機児解消」であり，話題
になっているのが「無償化」である。そうした中で，保
育の質について考え，その向上をはかろうとしている動
きもある。それには，いくつかの方向性がある。
　一つは造形表現活動を保育で重視していたり，質につ
いて言及している，レッジョ・エミリアに代表される海
外の実践に学ぶというものである。モンテッソーリ教育
やフレネ教育，シュタイナー教育などは，その教育思想
や理論の具現化や保育への取り込みを指向する保育が行
われている。もう一つは質ではなく量を競う詰め込み保
育の流れである。英語や運動，漢字など，本来の幼児教
育の質の向上とはかけ離れた方向に向かっている。そし
て，もう一つは，子どもの生活の質の向上を考えた保育
である。これは日本の幼児教育がこれまで目指してきた
方向性であり，養護と教育を一体化し，子どもの最善の
利益を考えて環境を通して乳幼児期にふさわしい生活を
営むことができるようにするというものである。
　今回視察を行ったフィンランドの実践は，何らかの外
の理論や実践を取り入れたというよりフィンランドの保
育における必要性から生まれてきた保育であった。また
インタビューの中で，今は「ポジティブな教育学」が注
目されていると語られていた。この言葉は日本の幼児教
育の今後に対する示唆に富んでいる。日本には，倉橋惣
三に代表される保育の思想があり，子どもの育つ力への
信頼に基づいている点でポジティブである。そして，領
域についても，「言葉に富んだ世界」は「言葉」，「多様
な形の表現」は「表現」，「私と私たちの世界」は「人間
関係」（一部「環境」），「自分の周りの環境を探求し行動
する」は「環境」，「育つ，運動する，成長する」は「健
康」に対応している。ただし，日本の公立園の園長が，
可能性に向けてチャレンジすることの重要性を説き，アー
ト視点の保育について，そうしようとして始めたのでは
なく暮らしやすくするという視点で選んだのがアートで
あると語ることは，現状ではほとんどないだろう。研修
として行うアートワークショップや子どもと大人の考え
を視覚化した掲示物にも根拠がある。日本では，コンテ
ンツを蓄える研修や子どもを楽しませる掲示が依然とし
て続いている。この違いを認識することから始めなくて
はならない。日本の幼児教育の質の向上について考える
上で，本研究で得たインタビューデータからは，多くの
示唆を受けることができた。
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